
美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 235   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 利用許可の取消し等 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町農村婦人の家条例 第6条第1項 

例 規 番 号 平成18年 条例第149号 

【根拠条文】 

(利用許可の取消し等) 
第6条 町長は、利用者がこの条例若しくはこれに基づく規則の規定に違反した場合又は農村婦
人の家の維持管理の必要上やむを得ない場合は、利用の許可を取り消し、又は利用を制限し、

若しくは停止することができる。 
2 前項の規定に基づく処分により利用者に損害が生じた場合においても、町は、これに対して
賠償の責めを負わない。 

 
【基準】 

根拠条文、美里町農村婦人の家管理規則第6条及び美里町公共施設における暴力団の利益となる
使用等の制限に関する条例第3条第3項の規定による。 

(使用の取消し等) 
第6条 管理者は、使用者が次のいずれかに該当するときは、その使用の許可を取り消し、又は
使用を停止させることができる。 

(1) 使用許可の申請に偽りがあったとき。 
(2) 使用許可の条件に違反したとき。 
(3) 前2号に掲げるもののほか、条例及びこの規則に反すると認めたとき。 
 
(使用等の制限) 
第3条  
3 使用等許可権者は、既に公共施設の使用等の許可をしている場合において、当該許可に係る
使用等が暴力団の利益になると認められたときは、当該許可を取り消し、又は当該使用等を

停止するものとする。この場合において、当該使用等に係る者に損害が生じることがあって

も、使用等許可権者は、その責めを負わないものとする。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 



美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 236   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 過料 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町農村婦人の家条例 第10条 

例 規 番 号 平成18年 条例第149号 

【根拠条文】 

(罰則) 
第10条 第3条の規定による許可を受けないで利用した者又は第5条各号に掲げる事項を遵守し
ない者は、5万円以下の過料に処する。 

 
【基準】 

根拠条文に同じ。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 



美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 237   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 退場命令等 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町農村婦人の家管理規則 第7条 

例 規 番 号 平成18年 規則第85号 

【根拠条文】 

(入場の制限等) 
第7条 管理者は、第5条第3号の規定に該当する者及び管理者の指示に従わない者があるとき
は、入場を禁止し、又は退場を命ずることができる。 

 
【基準】 

根拠条文に同じ。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 



美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 239   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 使用料の徴収 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町町民農園の設置及び管理に関する条例 第7条第1項 

例 規 番 号 平成19年 条例第4号 

【根拠条文】 

(使用料) 
第7条 使用者は、別表に定める使用料を納入しなければならない。 
2 既に納入した使用料は、返還しない。ただし、使用者の責めに帰さない事由により農園の使
用ができなくなったときは、この限りでない。 

 
【基準】 

根拠条文に同じ。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 



美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 242   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 使用許可の取消し 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町町民農園の管理及び運営に関する規則 第5条第1項 

例 規 番 号 平成19年 規則第6号 

【根拠条文】 

(使用許可の取消し) 
第5条 次の各号に該当するときは、使用許可を取り消すことができる。 
(1) 条例第6条に掲げる行為をしたとき。 
(2) 使用許可を受けた農園を正当な事由なく使用しないとき。 
(3) 使用許可を受けた者で、条例第4条の2の各号に該当したとき。 
2 前項の規定により使用許可の取消しを命じられたときは、速やかに原状に回復し、これを返
還しなければならない。 

 
【基準】 

根拠条文及び美里町公共施設における暴力団の利益となる使用等の制限に関する条例第3条第3
項の規定による。 

(使用等の制限) 
第3条  
3 使用等許可権者は、既に公共施設の使用等の許可をしている場合において、当該許可に係る
使用等が暴力団の利益になると認められたときは、当該許可を取り消し、又は当該使用等を

停止するものとする。この場合において、当該使用等に係る者に損害が生じることがあって

も、使用等許可権者は、その責めを負わないものとする。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 



美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 243   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 延滞金の徴収 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町営土地改良事業負担金徴収条例 第5条第1項 

例 規 番 号 平成18年 条例第153号 

【根拠条文】 

(延滞金) 
第5条 受益者が負担金を納入期日までに納入しないときは、延滞金を徴収する。 
2 前項の規定による延滞金の額及び徴収方法については、美里町税条例(平成18年美里町条例
第56号)の例による。ただし、延滞の理由が災害その他避けることのできない事情であると認
めたときは、免除することができる。 

 
【基準】 

根拠条文に同じ。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 



美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 245   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 分担金の徴収 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町土地改良事業分担金徴収条例 第4条 

例 規 番 号 平成18年 条例第154号 

【根拠条文】 

(分担金の徴収) 
第4条 前条の分担金は、町長の発行する納入通知書により徴収する。ただし、特別の事由があ
ると認められるときは、分割徴収することができる。 

 
【基準】 

根拠条文に同じ。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 



美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 246   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 延滞金の徴収 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町土地改良事業分担金徴収条例 第6条第1項 

例 規 番 号 平成18年 条例第154号 

【根拠条文】 

(延滞金) 
第6条 受益者が分担金を納入期日までに納入しないときは、延滞金を徴収する。 
2 前項の規定による延滞金の額及びその徴収方法については、美里町町税条例(平成18年美里
町条例第56号)の例による。 

 
【基準】 

根拠条文に同じ。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 



美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 248   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 過料 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町土地改良事業分担金徴収条例 第9条 

例 規 番 号 平成18年 条例第154号 

【根拠条文】 

(罰則) 
第9条 詐欺その他不正行為によりこの条例に定める分担金の徴収を免れた者は、その徴収を免
れた金額の5倍に相当する金額(当該5倍に相当する金額が5万円を超えないときは、5万円とす
る。)以下の過料に処する。 

 
【基準】 

根拠条文に同じ。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 



美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 251   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 育成支援金の返還 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町新規就農者育成支援金条例 第8条 

例 規 番 号 平成18年 条例第155号 

【根拠条文】 

(育成支援金の返還) 
第8条 町長は、受給資格者が、不正の行為により育成支援金の支給を受けたと認めるときは、
支給額の全部の返還を命ずるものとする。 

 
【基準】 

根拠条文に同じ。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 



美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 253   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 指定の取消し 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町企業立地促進条例 第6条 

例 規 番 号 平成20年 条例第34号 

【根拠条文】 

(指定の取消し) 
第6条 町長は、指定企業者が第4条第1項各号に定める要件を欠くに至ったとき、又は町長が特
に必要と認める場合には、当該指定を取り消すことができる。 

 
【基準】 

根拠条文に同じ。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 



美里町 条例適用不利益処分個票 

1 

ID: 255   
担当部署: 産業振興課  

処分の概要 奨励金の交付決定の取消し等 

例 規 名 

根 拠 条 項 
美里町企業立地促進条例 第16条第1項 

例 規 番 号 平成20年 条例第34号 

【根拠条文】 

(奨励金の交付決定の取消し等) 
第16条 町長は、奨励金の交付の決定を受けた指定企業者が、次の各号のいずれかに該当する
と認められるときは、その決定を取り消し、既に交付した奨励金の全部又は一部の返還を命

ずることができる。 
(1) 交付に付された条件に違反したとき。 
(2) 事業を廃止し、又は休止したとき。 
(3) 町税等を滞納したとき。 
(4) 偽りその他不正な手段により交付を受けたとき。 
(5) この条例又はこの条例に基づく規則等に違反したとき。 
2 前項の規定により返還を命ぜられた指定企業者は、返還すべき奨励金及び奨励金交付の翌日
から返還の日までの期間の日数に応じ、返還すべき奨励金の額につき規則で定める割合を乗

じて計算した額を納入しなければならない。ただし、町長が特別の事由があると認めたとき

は、この限りでない。 
 
【基準】 

根拠条文に同じ。 
 
 

備考  
 

設 定 年 月 日 平成２５年 ６月 ７日 最終変更年月日  年  月  日 
 


